國民道德史上より見たる聖德法王 by 春日井, 眞也
國
民
道
徳
史
上
よ
り
見
れ
ろ
聖
徳
法
王
春
日
井
眞
也
カ
ン
ト
流
に
云
つ
て
、
こ
の
問
題
は
「
そ
れ
を
考
へ
る
こ
ーこ
屡
々
に
し
て
糺
つ
長
け
れ
ば
長
き
ほ
さ
、
常
に
新
に
し
て
増
し
來
る
感
歎
ε
崇
敬
-こ
を
以
て
心
を
充
す
も
の
」
㌧
一
つ
で
あ
る
。
二
部
分
ε
全
體
・こ
の
關
係
に
於
て
、
二
つ
の
瘍
合
が
考
へ
ら
れ
る
。
第
一
の
そ
れ
は
幾
何
學
に
於
け
る
如
く
、
部
分
の
集
合
ε
し
て
全
體
を
認
む
る
機
械
的
觀
點
に
立
つ
見
方
で
あ
り
、
第
二
の
そ
れ
は
全
體
噛こ
部
分
、こ
の
間
に
相
帥
相
入
の
關
係
を
認
め
る
有
機
的
全
體
ぐ}
し
て
の
見
方
で
あ
る
。
私
は
こ
の
事
を
最
も
單
純
に
承
認
す
る
。
今
、
部
分
な
る
も
の
が
國
民
道
徳
に
相
當
し
、
全
體
な
る
も
の
が
も
つ
一
つ
の
一
般
的
、
普
邏
的
、
全
世
界
的
、
全
人
類
的
,こ
い
つ
た
様
な
道
徳
に
相
應
す
る
も
の
・こ
す
れ
ば
、
こ
の
兩
者
の
關
係
に
於
て
第
二
の
瘍
合
が
契
合
す
る
。
斯
く
て
國
民
道
徳
は
「
汝
の
意
志
の
格
牽
が
常
に
同
時
に
普
遍
立
法
の
原
理
・こ
し
て
要
當
し
得
る
樣
に
行
爲
せ
よ
」
く
》い
ふ
樣
な
倫
理
的
原
則
に
要
當
し
乍
ら
、
そ
の
特
殊
な
國
民
生
活
に
よ
つ
て
特
異
性
付
け
ら
る
丶
内
容
を
有
し
つ
玉
そ
の
國
民
生
活
に
剴
切
す
る
道
徳
を
意
味
す
る
。
從
つ
て
、
國
民
道
徳
史
上
よ
り
見
て
、
そ
の
國
民
生
活
を
特
異
性
附
け
て
居
る
國
史
上
の
事
件
、
瓧
會
歌
態
や
思
想
界
の
變
亂
、
動
搖
期
一一67-一
に
際
し
て
一
世
を
指
導
し
、
國
體
に
關
聯
せ
る
史
實
を
逶
し
て
居
ゐ
顯
著
な
る
人
物
の
、
國
民
道
徳
史
上
に
於
け
る
地
位
は
、
非
常
に
重
要
性
を
有
す
る
も
の
ーこ
斷
す
る
事
が
出
來
る
。
三
建
國
以
來
繼
績
し
て
維
持
せ
ら
れ
來
つ
た
純
乎
而
純
な
る
國
民
思
想
の
、
や
う
や
く
亂
れ
初
め
ん
ε
す
る
時
し
も
、
受
動
日
本
か
ら
能
動
日
本
へ
、
淌
極
日
本
よ
り
積
極
日
本
に
向
は
ん
・こ
し
つ
」
あ
る
過
渡
の
危
險
期
に
際
し
.
大
日
本
建
設
の
理
想
に
燃
え
て
、
一
世
の
指
導
者
・こ
し
て
の
重
き
責
任
を
擔
つ
て
、
奮
鬪
す
べ
く
出
世
遊
ば
さ
れ
た
も
の
は
、
實
に
厩
戸
豊
聰
耳
聖
徳
法
王
郎
ち
聖
徳
太
子
そ
の
人
で
あ
つ
た
四
大
陸
の
文
明
が
何
時
ε
し
も
な
く
、
流
れ
込
ん
で
來
て
居
り
、
應
脚
天
皇
の
御
世
以
後
朝
鮮
を
經
て
盛
に
輸
入
せ
ら
れ
來
つ
た
支
那
文
明
は
や
う
や
く
我
が
國
民
思
想
を
侵
す
樣
に
な
つ
た
。
支
那
思
想
の
我
が
國
傳
來
の
媒
介
を
爲
し
、
之
を
指
導
し
た
も
の
は
、
歸
化
せ
る
朝
鮮
人
若
し
く
は
そ
の
子
孫
で
あ
つ
た
。
斯
く
て
、
純
な
る
國
民
思
想
に
よ
り
て
形
成
せ
ら
れ
て
居
つ
た
、
純
日
本
的
・こ
も
云
ふ
可
き
、
皇
室
を
中
心
-こ
し
騨
聖
な
る
天
皇
の
下
に
直
接
に
且
つ
夲
等
に
徳
澤
に
浴
す
る
部
族
制
度
の
上
に
も
、
朝
鮮
の
影
響
を
受
く
る
に
至
つ
た
事
は
否
め
な
い
。
事
大
主
義
の
朝
鮮
人
に
依
つ
て
、
指
導
せ
ら
れ
來
つ
た
我
が
日
本
の
肚
僉
は
、
朝
鮮
化
し
つ
」
進
み
、
支
那
に
封
し
て
も
殆
ん
さ
事
大
思
想
に
よ
つ
て
左
右
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
玉
る
思
想
に
よ
つ
て
、
閥
族
の
跋
扈
、こ
な
り
、
夲
等
的
で
あ
つ
た
部
族
制
度
は
、
階
級
的
部
族
制
度
に
移
り
行
き
.
皇
位
繼
承
に
至
る
ま
で
、
大
件
蘇
我
物
部
等
の
擅
權
を
極
め
た
大
臣
大
連
の
左
右
す
る
ーこ
こ
ろ
・こ
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
事
大
思
想
の
朝
鮮
入
に
よ
つ
て
指
導
せ
ら
れ
た
國
民
は
、
全
く
事
大
思
想
に
陥
つ
た
爲
に
對
外
的
に
萎
糜
沈
滯
を
來
し
、
支
那
に
對
し
て
も
、
屈
從
的
態
度
を
示
し
て
居
る
事
が
判
る
。
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斯
か
る
退
嬰
的
な
日
本
は
、
さ
う
し
て
も
若
き
熱
血
燃
ゆ
る
青
年
の
如
き
、
進
取
的
な
る
大
日
本
に
、
更
生
し
蘇
生
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
註
C
五
㌧
註
、
四
)
延
喜
式
靦
詞
の
註
釋
を
し
て
居
る
鈴
木
重
胤
が
其
の
著
に
於
て
「
此
は
天
照
大
御
祚
の
天
津
醵
戸
よ
り
押
張
し
て
御
照
し
坐
る
大
御
徳
、こ
皇
御
孫
命
に
天
下
國
の
八
十
國
島
の
八
十
島
の
有
の
悉
事
依
し
奉
給
ふ
御
天
降
段
の
故
事
を
兼
て
當
今
の
御
事
實
を
臼
さ
せ
給
ふ
者
に
て
古
註
(
六
〉
文
の
紳
妙
此
に
靄
せ
り
」
,こ
、
絶
讃
の
語
を
呈
し
て
居
る
所
年
祭
の
祝
詞
の
一
節
に
、
次
の
文
が
あ
る
。
「
皇
紳
能
見
齋
志
坐
。
四
方
國
者
。
天
能
壁
立
極
國
能
退
立
限
。
青
雲
能
靄
極
白
雲
能
墜
坐
向
伏
限
青
海
原
者
棹
柁
不
干
。
舟
艫
能
至
留
極
。
大
海
原
爾
舟
滿
都
都
氣
氏
自
陸
往
范
者
荷
緒
縛
堅
氏
磐
根
木
根
履
佐
久
彌
氏
馬
爪
至
留
限
。
長
道
無
聞
久
立
都
々
氣
氏
狹
國
者
廣
久
峻
國
者
李
久
遠
國
者
。
八
十
綱
打
掛
氏
引
寄
如
事
。
皇
大
御
祚
能
寄
奉
波
』
訳
云
こ
れ
實
に
上
代
國
民
の
國
家
的
自
覺
で
あ
り
、
理
想
で
あ
り
、
國
民
精
榊
で
あ
る
。
未
だ
外
國
ご
交
通
の
開
け
な
い
時
代
に
於
け
る
、
國
家
ε
し
て
の
理
想
.
自
他
謝
立
以
前
に
於
け
ゐ
、
自
我
の
自
覺
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
外
國
S
交
通
が
開
か
れ
、
外
國
に
對
す
る
時
、
最
も
鮮
明
に
現
出
し
て
來
る
べ
き
、
性
質
の
も
の
で
あ
つ
た
。
國
家
的
な
國
民
思
想
の
過
渡
動
亂
の
期
に
際
し
て
、
决
然
-こ
事
を
斷
す
る
偉
大
な
指
導
者
の
心
に
、
確
信
を
與
へ
信
念
を
喚
び
起
し
た
も
の
は
、
實
に
こ
の
國
家
的
自
覺
で
あ
つ
た
。
五
大
悟
徹
底
し
て
、
八
風
吹
け
,こ
も
動
ぜ
ざ
る
底
の
境
界
を
、
建
立
し
て
居
ら
れ
る
大
偉
人
、こ
し
て
見
ら
れ
、
叉
外
來
思
想
を
日
本
化
し
て
國
民
の
麟
趣
を
示
さ
れ
た
大
偉
入
、こ
し
て
見
ら
れ
、
又
古
來
傳
へ
ら
る
玉
が
如
く
、
觀
世
音
菩
薩
の
化
身
・こ
し
て
、
玄
聖
之
徳
を
以
て
、
日
本
國
に
生
れ
ま
せ
る
聖
者
、こ
し
て
見
ら
れ
、
叉
書
紀
第
二
十
二
卷
に
記
す
が
如
く
、
片
岡
山
事
件
に
於
て
、「
時
の
人
大
に
異
み
て
曰
く
、
聖
の
聖
を
知
る
こ
.こ
、
其
れ
實
な
る
哉
。
逾
惶
ま
る
」
S
傳
読
的
な
奪
敬
の
對
象
化
せ
ら
れ
て
居
ら
れ
る
聖
徳
太
子
は
、
又
一
方
に
於
て
、
國
一69一
史
上
に
於
て
、
垂
簾
之
政
を
み
な
な
は
せ
ら
れ
た
最
初
の
天
皇
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
推
古
天
皇
の
攝
政
ε
し
て
、
そ
の
國
民
逍
徳
史
上
に
於
け
る
地
位
は
、
誠
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
六
そ
の
政
治
上
に
於
け
る
攝
政
、こ
し
τ
の
地
位
ご
、
國
民
の
思
想
上
に
於
け
る
聖
者
ε
し
て
の
地
位
ε
が
與
へ
る
問
題
は
興
味
あ
る
も
の
が
あ
る
。
聖
徳
太
子
に
纏
り
め
ぐ
る
非
難
の
本
源
は
二
點
に
要
約
さ
れ
る
。
郎
ち
一
は
東
漢
直
磐
井
の
子
東
漢
直
駒
を
使
て
崇
峻
天
皇
弑
逆
の
大
罪
を
犯
し
て
居
る
馬
子
宿
禰
、こ
倶
に
、
政
治
を
執
つ
た
ε
い
ふ
事
で
あ
り
、
他
は
佛
歡
信
仰
に
傾
倒
し
て
、
佛
教
興
隆
に
力
を
入
れ
過
ぎ
た
、
ε
い
ふ
事
で
あ
る
。
百
濟
の
聖
明
王
が
欽
明
十
三
年
冬
十
月
、
西
部
姫
氏
逹
率
怒
喇
斯
致
契
等
を
し
て
佛
像
經
論
を
獻
ぜ
し
め
た
時
に
、
別
に
表
し
ゐ
る
文
に
「
是
の
法
は
諸
法
の
中
に
於
て
、
最
も
殊
勝
れ
て
爲
す
、
解
り
難
く
入
り
難
し
。
周
公
、
孔
子
も
爾
知
る
こ
ε
能
は
す
。
此
の
法
は
、
能
く
量
無
く
邊
無
き
輻
徳
果
報
を
生
し
て
、
乃
至
、
無
上
菩
提
を
成
し
辨
ふ
」
ε
い
ふ
佛
歡
の
興
隆
に
努
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
儒
林
よ
り
攻
撃
の
的
を
求
め
て
矢
を
放
た
れ
る
の
は
當
然
の
事
で
あ
つ
た
。
實
に
、
林
馗
春
一
た
び
非
難
の
聲
を
擧
げ
て
か
ら
、
多
く
の
漢
學
者
、
本
居
宣
長
の
如
き
國
學
者
、
等
、
徳
川
時
代
の
學
者
の
殆
ん
蓄
す
べ
て
が
攻
撃
の
筆
を
執
つ
て
居
る
。
t
八
面
玲
瓏
た
る
富
嶽
の
如
く
、
孰
れ
よ
り
望
み
見
て
も
晃
燿
た
る
聖
徳
太
子
が
、
あ
れ
程
の
地
位
ε
聰
明
S
人
望
ε
を
以
て
、
崇
佛
政
治
を
執
ら
れ
た
事
は
、
誠
に
喜
は
し
い
事
で
あ
つ
た
。
し
か
し
聖
徳
太
子
が
、
弑
逆
の
大
罪
を
犯
せ
る
逆
臣
馬
子
を
誅
し
て
、
天
下
に
大
義
を
示
す
事
な
く
し
て
、
そ
の
ま
製
大
臣
の
要
職
に
据
え
て
、
倶
に
崇
佛
政
治
を
執
ら
れ
た
事
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
つ
た
Q
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八
偉
人
に
樹
す
る
評
價
が
、
時
代
に
依
つ
て
推
移
す
る
の
は
、
敢
て
珍
ら
し
い
現
象
で
は
な
い
。
我
々
の
興
味
を
そ
玉
る
、
歴
史
上
に
於
け
る
特
異
な
事
件
に
關
係
し
た
偉
大
な
人
物
に
下
さ
れ
た
批
判
や
辯
護
は
、
史
實
の
上
か
ら
は
、
價
値
に
乏
し
い
も
の
で
あ
つ
て
も
、
思
想
上
の
事
實
で
あ
り
、
國
民
の
心
理
を
支
配
せ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
國
民
道
徳
史
上
、
軽
々
し
く
看
過
さ
る
可
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
九
私
逹
が
書
紀
の
最
も
關
係
深
き
卷
々
を
繙
い
て
見
る
時
、
先
づ
國
民
の
道
徳
的
意
識
を
明
確
な
ら
し
め
た
十
七
條
憲
法
の
條
文
よ
り
、
當
時
の
歌
勢
を
洞
察
し
て
、
太
子
の
御
精
棘
の
那
邊
に
あ
り
し
や
を
知
り
、
太
子
の
執
ら
れ
た
態
度
を
批
剥
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
浦
周
行
氏
は
、
大
正
八
年
憲
法
發
布
三
+
年
記
念
講
演
會
に
於
て
、
十
七
條
憲
法
に
關
し
て
逋
べ
て
居
ら
れ
る
。
「
憲
法
十
七
條
は
古
代
の
法
律
で
あ
る
ε
し
て
も
、
其
佛
書
や
儒
書
の
文
句
を
取
合
せ
て
「
以
〆和
爲
γ貴
」
,こ
が
「篤
敬
鴇・三
寳
一」
、こ
か
い
ふ
分
り
切
つ
た
倫
理
宗
歡
の
詮
を
並
べ
立
て
た
、こ
こ
ろ
を
見
る
ε
、
一
種
の
訓
戒
に
過
ぎ
ぬ
・こ
の
感
を
起
す
の
も
無
理
な
ら
ぬ
こ
・こ
㌧
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
は
此
憲
法
の
出
來
た
時
代
か
ら
離
れ
て
條
文
の
み
を
眺
め
た
か
ら
の
事
で
あ
る
。
若
し
其
時
代
を
通
じ
て
條
文
を
見
、
叉
條
文
を
通
じ
て
其
時
代
を
見
た
な
ら
ば
、
何
れ
も
頗
る
時
宜
に
適
し
た
規
定
で
あ
つ
て
、
表
面
李
凡
に
見
ゆ
る
こ
ε
で
も
、
な
か
く
激
烈
に
し
て
突
飛
な
る
改
革
を
意
味
す
る
も
の
」
あ
る
こ
S
が
知
れ
る
。
憲
法
十
七
條
の
生
命
は
實
に
其
點
に
あ
ら
う
・こ
思
ふ
L
ε
。
假
り
に
、書
紀
の
記
述
に
從
ふ
ε
す
れ
ば
、
十
七
條
憲
法
は
「
推
古
天
皇
十
二
年
夏
四
月
丙
寅
朔
戊
辰
皇
太
子
親
ら
肇
め
て
憲
法
十
七
條
を
作
り
た
ま
ふ
、」
ご
な
つ
て
居
る
。
し
か
し
こ
の
制
定
年
代
は
、
上
宮
聖
徳
法
王
帝
読
の
記
事
に
依
る
、こ
す
れ
ば
「
少
治
田
天
皇
御
世
乙
丑
年
五
月
。
聖
徳
王
與
二
嶋
大
臣
一共
謀
建
二立
佛
法
℃更
興
三
二
寳
殉
郎
准
二五
行
幻
定
二爵
位
'也
。
七
月
立
二十
七
餘
携
鰡
法
一也
』
ε
あ
る
か
ら
、
乙
丑
年
即
ち
十
三
年
七
月
¶こ
い
ふ
事
に
な
る
。
境
野
黄
洋
氏
は
「
蓋
し
此
の
憲
法
十
七
條
に
定
め
給
ひ
し
こ
ーこ
は
、
そ
の
内
容
が
、
從
來
の
封
建
制
度
を
止
め
て
郡
縣
制
度
S
す
る
こ
、こ
一一71-一
門
閥
制
度
を
廢
し
て
、
入
才
登
用
の
政
治
・こ
す
る
こ
、こ
の
二
大
眼
目
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
是
れ
は
や
が
て
、
封
建
の
制
度
に
よ
り
て
勢
力
を
維
持
し
、
閥
族
ε
し
て
重
き
を
な
し
て
居
る
蘇
我
氏
等
に
取
り
て
の
、
一
大
痛
撃
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
憲
法
十
七
條
で
、
最
も
重
大
の
意
義
の
あ
る
も
の
は
、
先
づ
第
一
が
封
建
打
破
を
宣
言
し
給
へ
ろ
第
十
二
條
で
あ
る
。
第
二
は
第
七
條
で
、
是
れ
は
門
閥
政
治
の
排
除
、
人
才
選
用
の
意
を
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
一
條
は
、
人
の
た
め
に
官
を
求
め
る
門
閥
政
治
を
斥
け
、
人
を
得
、
賢
に
遇
ふ
こ
ε
を
願
ふ
、
人
才
政
治
た
ら
し
め
ん
・こ
す
る
も
の
で
「
法
王
帝
読
」
は
憲
法
制
定
以
前
の
同
年
五
月
に
、
既
に
此
の
人
才
逡
拔
の
目
的
の
下
に
「
即
准
二
五
行
一定
二爵
位
一也
」
・こ
あ
つ
て
、
所
謂
+
二
階
の
冠
位
ε
い
ふ
も
の
が
定
め
れ
ら
て
居
る
の
で
あ
る
。
斯
く
封
建
、
門
閥
を
打
破
す
る
こ
ε
に
ょ
り
、
中
央
集
權
の
實
を
擧
ぐ
る
に
は
、
天
皇
の
瀞
聖
を
保
持
す
る
こ
ε
が
最
も
重
大
で
、
之
を
定
め
た
も
の
が
第
三
條
で
あ
る
。
是
れ
は
臣
民
の
天
皇
に
樹
す
る
絶
對
服
從
を
読
く
も
の
で
、
天
皇
の
大
權
を
確
立
す
ゐ
唯
一
の
原
則
で
あ
る
。
以
上
は
憲
法
中
の
三
大
條
目
で
あ
る
が
、
之
に
件
ふ
他
の
規
定
も
、
之
が
實
行
の
根
柢
・こ
な
る
も
の
は
國
民
の
邁
念
で
あ
る
。
道
念
の
涵
養
即
ち
國
民
歡
化
の
根
本
、こ
な
る
も
の
は
佛
歡
で
あ
る
。
太
子
は
此
の
意
味
に
於
て
、
佛
歡
を
探
用
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
第
二
條
の
三
寳
驚
敬
の
一
章
は
此
の
意
味
を
示
す
も
の
で
あ
る
Q
こ
の
一
條
は
十
七
條
中
、
佛
歡
に
關
す
る
も
の
ε
し
て
唯
一
の
も
の
で
他
に
は
佛
教
に
つ
い
て
は
殆
ん
さ
一
言
も
言
つ
て
る
ε
こ
ろ
は
な
い
。
第
一
條
は
此
の
憲
法
の
總
則
・こ
し
て
、
憲
法
成
立
の
本
意
を
述
べ
し
も
の
,こ
も
認
む
べ
く
、
和
の
一
字
を
読
い
た
の
は
、
政
權
爭
奪
に
基
く
閥
族
の
排
擠
を
指
摘
し
池
も
の
で
あ
り
、
政
治
の
根
本
は
黨
爭
を
止
め
て
協
力
す
る
に
あ
る
こ
・こ
を
明
か
に
し
、
黨
爭
を
絶
滅
せ
ざ
る
が
た
め
君
父
に
逆
ふ
も
の
あ
り
く旨
斎
ふ
一
段
の
如
き
は
、
明
か
に
馬
子
に
肉
薄
し
て
る
が
如
き
感
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
太
子
は
、
支
那
文
化
輸
入
に
際
し
、
單
に
佛
歡
を
御
探
り
に
な
つ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
勿
論
儒
敏
も
お
用
ひ
に
な
つ
て
居
る
の
で
、
現
に
憲
法
に
は
廣
く
國
民
教
化
の
根
本
ざ
し
て
、
佛
教
を
信
ぜ
よ
・こ
の
一
條
の
外
、
殆
ん
さ
全
部
は
儒
敏
圭
義
に
よ
ら
れ
て
居
る
。
是
れ
は
儒
教
は
徳
治
を
主
眼
、こ
す
る
政
治
の
學
で
あ
つ
て
、
所
謂
治
國
夲
天
下
の
道
で
あ
る
か
ら
、
政
治
は
專
ら
儒
敏
に
よ
る
こ
ε
を
示
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
L
・こ
。
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誠
に
今
は
や
亡
き
博
士
の
筆
端
明
快
、
論
端
透
徹
の
極
致
を
現
出
し
て
居
り
、
禿
筆
を
擲
つ
て
、
三
歎
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
崇
峻
天
皇
弑
虐
問
題
を
見
る
塲
合
、
先
づ
注
意
す
べ
き
は
、
恐
ら
く
は
こ
の
問
題
の
最
も
大
き
な
原
因
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
ざ
思
は
れ
る
蘇
我
物
部
兩
氏
の
軋
轢
に
よ
つ
て
展
開
さ
れ
て
居
ゐ
、
政
治
問
題
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
史
實
の
傳
ふ
る
ε
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
佛
敏
傳
來
に
引
ぎ
績
い
て
、
蘇
我
氏
ε
物
部
中
臣
二
氏
の
間
に
爭
が
起
つ
て
居
る
事
が
剃
る
。
撲
佛
派
で
あ
る
中
臣
、
物
部
二
氏
の
中
で
、
中
臣
氏
は
古
來
紳
祗
祭
祀
の
家
系
で
あ
る
か
ら
、
外
國
の
棘
が
國
紳
ε
共
に
宮
中
に
奉
祭
さ
る
丶
こ
ε
を
、
厭
ふ
ざ
い
ふ
の
は
、
當
然
で
あ
り
、
そ
の
心
意
は
容
易
に
理
解
さ
る
玉
の
で
あ
る
が
、
大
連
物
部
氏
の
立
場
は
斯
く
單
純
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
崇
紳
天
皇
の
祭
政
分
離
以
後
、
物
部
、
大
件
、
久
米
の
三
氏
か
大
連
,こ
し
て
直
接
政
治
に
參
與
す
る
様
に
な
り
、
其
の
後
、
成
務
天
皇
の
時
に
至
り
、
武
内
宿
禰
が
大
臣
-こ
し
て
大
連
・こ
相
竝
ぶ
地
位
に
立
ち
、
朝
政
に
參
與
す
る
事
に
な
つ
た
。
武
内
宿
禰
の
子
孫
は
夲
群
氏
蘇
我
氏
等
に
分
れ
て
居
る
が
、
武
内
宿
禰
が
祕
功
皇
后
に
隨
つ
て
、
新
羅
征
伐
の
軍
に
從
ひ
、
朝
鮮
に
直
接
關
係
を
有
す
る
に
至
つ
て
以
來
、
彼
の
系
統
は
總
べ
て
の
朝
鮮
問
題
に
關
係
し
て
居
る
事
が
見
ら
れ
、
從
つ
て
外
國
文
明
に
對
し
て
相
當
理
解
を
有
し
て
居
つ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
こ
れ
"/)
lI.時
に
、
物
部
氏
は
比
較
的
保
守
的
傾
向
の
思
想
を
有
つ
て
居
た
も
の
ε
想
像
さ
れ
、
こ
の
保
守
圭
義
的
な
る
事
が
、
彼
、こ
中
臣
家
-こ
結
ぶ
契
機
を
な
す
S
思
は
れ
る
。
衰
頽
せ
る
家
系
を
除
い
て
、
蘇
我
氏
が
大
連
物
部
氏
に
政
治
上
に
於
て
甥
立
す
る
に
至
る
の
は
、
宣
化
天
皇
二
年
二
月
稻
目
が
大
臣
に
な
つ
た
事
よ
り
始
ま
る
。
斯
く
て
佛
教
傳
來
を
機
・こ
し
て
起
れ
る
、
蘇
我
氏
、こ
物
部
中
臣
二
氏
の
間
に
惹
起
さ
れ
た
爭
は
、
大
臣
、
大
蓮
の
政
權
爭
奪
に
釀
成
さ
れ
そ
れ
に
中
臣
氏
の
宗
敦
的
感
情
が
、
纏
つ
て
發
現
し
て
來
た
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
終
始
一
貰
し
て
、
常
に
之
に
附
隨
し
て
離
れ
な
い
も
の
は
政
權
爭
奪
の
暗
影
で
あ
る
。
一73一
十
脚
書
紀
の
最
も
關
係
深
き
卷
々
を
見
れ
ば
、
百
濟
の
聖
明
王
が
上
表
文
を
奉
つ
た
事
を
記
し
た
續
き
に
、
「
是
の
日
、
天
皇
聞
め
し
已
り
て
、
歡
喜
び
踊
躍
り
て
、
使
者
に
詔
し
て
云
は
く
、
朕
れ
昔
よ
り
來
未
だ
曾
て
是
の
如
き
微
妙
し
き
法
を
聞
く
こ
・こ
を
得
す
。
然
る
に
朕
れ
自
ら
决
め
じ
。
乃
ち
群
臣
に
歴
問
ひ
て
曰
く
、
西
蕃
の
獻
れ
る
佛
の
相
貌
端
嚴
し
、
全
ら
未
だ
曾
て
看
す
禮
ふ
可
き
や
以
不
や
。
蘇
我
大
臣
稻
目
宿
禰
奏
し
て
曰
く
、
西
蕃
の
諸
國
、
一
に
皆
之
を
禮
ふ
。
豊
秋
日
本
豈
に
獨
の
背
か
む
や
。
物
部
大
連
尾
輿
中
臣
連
鎌
手
、
同
じ
く
奏
し
て
曰
く
、
我
が
國
家
天
の
下
に
王
-こ
ま
し
ま
す
は
、
恒
に
天
地
肚
稷
の
百
八
十
紳
を
以
て
、
春
夏
肚
冬
に
祭
拜
ひ
こ
ーこ
を
事
ε
爲
す
。
方
に
今
改
め
て
蕃
瀞
を
拜
む
こ
ーこ
、
恐
ら
く
は
國
紳
の
怒
を
致
し
た
ま
は
む
こ
、こ
を
。
天
皇
の
曰
く
、
宜
し
く
情
願
は
ん
人
、
稻
目
宿
.禰
に
付
け
て
、
試
に
禮
ま
し
め
む
。
大
臣
跪
き
て
受
け
て
忻
燒
び
、
小
墾
田
の
家
に
安
置
る
。
懃
に
出
世
業
を
脩
め
て
因
・こ
し
、
向
原
の
家
を
淨
め
捨
ひ
て
寺
ε
爲
す
。
後
に
國
に
疫
氣
行
り
て
、
民
、
夭
し
ま
に
殘
は
る
」
こ
ε
を
致
す
、
久
し
く
し
て
愈
々
多
く
、
活
療
む
る
こ
ε
能
は
す
。
物
部
大
連
尾
輿
、
中
臣
連
鎌
子
、
同
じ
く
奏
し
て
曰
く
、
昔
日
、
臣
が
計
を
須
ゐ
弛
ま
は
す
し
て
、
斯
の
病
死
を
致
せ
り
。
今
遠
か
ら
す
し
て
復
ら
ば
、
必
す
當
さ
に
慶
あ
る
べ
し
。
宜
し
く
早
く
投
げ
棄
て
玉
、
懃
に
後
の
幅
を
求
め
た
ま
へ
。
天
皇
の
曰
く
、
奏
す
依
に
有
司
乃
ち
佛
像
を
以
て
難
波
の
堀
江
に
流
し
棄
つ
。
復
火
を
伽
藍
に
縱
く
。
燒
き
燈
き
て
更
た
餘
り
無
し
。
是
に
天
に
風
雲
無
く
し
て
、
忽
ち
大
殿
に
実
け
の
(卷
十
九
)L
こ
れ
の
年
代
は
。
書
紀
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
法
王
帝
読
に
於
て
は
、
佛
歡
傳
來
年
代
に
關
し
て
、
書
紀
の
誤
を
正
す
も
の
ε
考
へ
ら
れ
て
居
る
次
の
文
「
志
癸
嶋
天
皇
御
世
。
戊
午
年
十
月
十
二
日
Q
百
濟
國
主
明
王
。
始
奉
γ度
・佛
像
經
歡
並
僣
等
叩
敕
授
二蘇
我
稻
目
宿
禰
大
臣
噌
令
二興
隆
一也
。」
に
す
ぐ
引
き
續
い
て
「
庚
寅
年
。
燒
滅
佛
殿
佛
像
割
流
二
卻
於
難
ゼ
波
堀
江
こ
ε
記
し
次
に
「
少
治
田
天
皇
」
云
々
の
憲
法
制
定
年
代
を
記
し
て
居
る
。
こ
れ
を
以
て
見
て
、
こ
の
事
件
の
起
つ
て
居
る
の
は
、
皇
紀
で
=
一九
〇
年
の
事
で
あ
る
。
斯
く
て
、
表
面
上
、
佛
教
は
影
を
潜
め
て
し
ま
つ
た
。
し
か
し
一
且
形
を
失
ひ
し
佛
教
は
爾
び
蘇
我
氏
の
手
に
ょ
つ
て
復
興
せ
ん
ε
す
る
一一74一
氣
運
に
導
か
れ
た
。
書
紀
第
二
+
卷
に
は
(敏
逹
天
皇
+
三
年
)
萩
九
月
百
濟
よ
り
來
け
る
屡
臣
(蹴
諺
)彌
勒
の
石
の
墜
軅
を
有
て
吻
。
佐
伯
逹
(霧
好
擱
)
佛
嫁
一
軅
を
有
て
り
。
是
の
歳
蘇
我
馬
子
宿
禰
共
の
佛
像
二
躯
を
請
ひ
て
、
乃
ち
鞍
部
村
主
司
馬
逹
等
、
池
邊
直
氷
田
を
遣
し
て
、
四
方
に
使
し
て
修
行
者
を
訪
覓
し
む
。
是
に
唯
播
磨
國
に
僭
還
俗
者
、
名
は
高
麗
惠
便
を
得
つ
。
大
臣
乃
ち
以
て
師
ε
爲
し
、
司
馬
逹
等
の
女
島
を
度
せ
し
む
。
善
信
尼
こ
い
ふ
(年
十
一
歳
)釜
楷
尼
の
弟
子
二
人
を
度
せ
し
む
。
其
の
一
は
漢
人
夜
菩
が
女
豊
女
、
名
蠡
藏
尼
.、
日
ふ
。
其
の
二
は
錦
織
壼
の
女
石
女
名
を
惠
善
尼
ざ
日
ふ
。
馬
子
獨
り
佛
の
法
に
依
り
て
、
三
尼
を
崇
敬
ふ
。
乃
ち
三
尼
を
以
て
、
氷
田
直
霊
逹
等
ミ
に
付
け
て
衣
食
を
供
ら
し
む
。
佛
殿
を
宅
の
東
方
に
經
營
り
彌
勒
の
石
像
を
安
置
ま
つ
る
。
三
尼
を
屈
請
せ
て
、
大
會
の
設
齋
す
。
此
の
時
に
逹
等
、
佛
舍
利
を
齋
食
の
上
に
得
た
り
。
郎
ち
舍
利
を
以
て
馬
子
宿
禰
に
献
る
。
馬
子
宿
禰
試
み
に
舍
利
を
以
て
、
鐵
の
質
の
中
に
置
き
鐵
の
槌
を
振
ひ
て
打
つ
。
其
の
質
槌
ε
與
に
摧
き
壞
さ
れ
ぬ
、
舍
利
は
摧
き
毀
つ
べ
か
ら
す
。
叉
舍
利
を
水
に
投
る
。
舍
利
、
心
の
願
ふ
所
の
隨
に
、
水
に
淨
き
沈
む
。
是
に
由
り
て
、
馬
子
宿
禰
、
池
邊
氷
田
、
司
馬
逹
等
、
深
く
佛
法
を
受
け
て
、
修
行
す
る
こ
ーこ
懈
ら
す
。
馬
子
宿
瀰
亦
石
川
の
宅
に
於
い
て
佛
殿
を
修
治
る
。
佛
法
の
初
め
、
茲
よ
り
作
れ
り
。
十
四
年
春
二
月
戊
子
朔
壬
寅
、
蘇
我
大
臣
馬
子
宿
禰
塔
を
大
野
丘
の
北
に
起
て
、
大
會
の
設
齋
す
。
即
ち
逹
等
が
前
に
獲
る
所
の
舍
利
を
以
て
、
塔
の
柱
頭
に
藏
む
。
辛
亥
、
蘇
我
大
臣
患
疾
す
。
卜
者
に
問
ふ
。
卜
者
封
へ
て
言
ふ
、
文
の
時
に
所
祭
佛
祚
の
心
に
崇
れ
り
。
大
臣
部
ち
子
弟
を
遣
し
て
、
其
の
占
歌
を
奏
す
。
詔
し
て
曰
く
、
宜
し
く
ト
者
の
言
に
依
り
て
、
父
の
時
に
所
祭
佛
淋
の
心
に
崇
れ
り
。
大
臣
帥
.ち
子
弟
を
遣
し
て
、
共
の
占
歌
を
奏
す
。
tins
,̂
て
曰
く
、
宜
し
く
ト
者
の
言
に
依
り
て
、
父
の
瀰
を
祭
詞
ひ
ま
つ
れ
。
.大
臣
詔
を
奉
り
て
石
像
を
禮
拜
み
て
、
壽
命
を
延
べ
む
ε
乞
ふ
。
是
の
時
に
、
國
に
獲
疾
行
り
て
、
民
死
ぬ
る
者
衆
し
。
三
月
丁
巳
朔
、
物
部
弓
削
守
屋
大
連
ぐ」
中
臣
勝
海
大
夫
、こ
奏
し
て
曰
く
、
何
の
故
に
か
肯
て
臣
が
言
を
用
ゐ
た
ま
は
ぬ
。
考
天
皇
よ
り
陛
下
に
及
び
、
疫
病
流
く
行
は
れ
て
、
國
の
民
絶
え
つ
可
し
。
豈
に
專
に
蘇
我
臣
が
佛
法
を
興
し
行
ふ
に
由
る
に
非
す
や
。
詔
し
て
曰
く
、
灼
然
な
り
、
宜
し
く
佛
法
を
斷
め
よ
。
丙
戌
一75____
物
部
弓
守
屋
大
連
自
ら
寺
に
詣
り
て
、
胡
床
に
踞
坐
り
、
其
の
塔
を
斫
倒
し
火
を
縱
け
燔
く
。
井
せ
て
佛
像
ε
佛
殿
・こ
を
燒
く
。
既
に
し
て
燒
け
し
所
の
餘
り
の
佛
像
を
取
り
て
、
難
波
の
堀
江
に
棄
て
し
む
、
是
の
日
に
、
雲
無
く
て
風
ふ
き
雨
ふ
る
。
大
連
、
跛
雨
衣
し
て
、
馬
子
宿
禰
・丶、
、
從
ひ
て
法
霧
へ
る
堡
、
も
.、を
訶
責
め
て
毀
り
辱
か
し
む
る
心
星
さ
し
む
。
乃
ち
佐
伯
連
禦
(黔
韻
於
Y
蓬
し
て
、
馬
子
宿
禰
の
供
る
所
の
善
信
等
の
尼
を
喚
さ
し
む
。
是
に
由
り
て
馬
子
宿
禰
敢
て
命
に
違
は
す
、
惻
み
愴
き
啼
泣
つ
玉
、
尼
等
を
喚
し
出
し
て
御
室
に
付
く
。
「
有
司
便
ち
尼
等
の
三
衣
を
奪
ひ
て
、
海
石
榴
市
の
亭
に
禁
錮
へ
楚
撻
ち
き
。」
天
皇
、
任
那
を
建
て
む
こ
ご
を
思
ひ
て
、
坂
田
耳
子
王
を
差
し
て
使
ε
爲
す
。
此
の
時
に
屬
り
て
、
天
皇
・こ
大
連
、こ
、
卒
に
瘡
患
み
た
ま
ふ
。
、
故
れ
遣
す
を
果
さ
す
。
橘
豊
日
皇
子
に
詔
し
て
曰
く
、
考
天
皇
の
勅
に
違
背
く
べ
か
ら
す
、
任
那
の
政
を
勤
め
脩
む
べ
し
。
叉
瘡
を
發
し
て
死
ぬ
る
者
、
國
に
充
盈
て
の
。
其
の
瘡
を
患
む
者
言
ふ
、
身
燒
か
れ
打
た
れ
摧
か
る
玉
が
如
し
。
啼
泣
つ
」
死
ぬ
。
老
も
少
き
も
、
竊
か
に
相
語
り
て
曰
く
、
是
れ
佛
像
を
燒
き
ま
つ
れ
る
罪
か
。
夏
六
月
、
馬
子
宿
禰
奏
し
て
曰
く
、
臣
の
疾
病
、
今
に
至
り
て
未
だ
愈
え
す
、
三
寳
の
力
を
蒙
り
す
ぼ
救
ひ
治
む
べ
き
こ
言
難
し
。
是
に
於
い
て
、
馬
子
宿
禰
に
詔
し
て
曰
く
、
汝
、
獨
り
佛
法
を
行
ふ
可
し
Q
宜
し
く
餘
人
を
斷
む
べ
し
。
乃
ち
三
尼
を
以
て
馬
子
宿
禰
に
還
し
付
く
。
馬
子
宿
禰
受
け
て
歡
撹
び
ぬ
。
未
曾
有
よ
ε
嘆
き
て
、
三
尼
を
頂
禮
む
。
新
に
精
舍
を
營
り
て
、
迎
へ
入
れ
て
供
養
ふ
秋
八
月
乙
酉
朔
己
亥
、
天
皇
、
病
彌
留
り
て
大
殿
に
崩
り
ま
し
ぬ
。
是
の
時
に
、
殯
宮
を
廣
瀬
に
起
つ
。
馬
子
宿
禰
大
臣
刀
を
佩
き
て
誄
た
て
ま
つ
る
。
物
部
弓
削
守
屋
大
蓮
听
然
而
嘆
て
曰
く
、
獵
箭
中
へ
る
餮
鳥
の
如
し
。
次
に
弓
削
守
屋
大
連
手
脚
搖
震
き
て
誄
た
て
ま
つ
る
。
馬
子
宿
禰
大
臣
険
ひ
て
曰
く
、
鈴
を
懸
く
可
し
。
是
に
由
り
て
二
臣
微
に
怨
恨
を
生
す
。
三
輪
君
逆
、隼
人
を
し
て
、殯
の
庭
に
相
距
は
し
む
。
穴
穗
部
皇
子
天
下
を
取
ら
む
ε
欲
す
、
發
憤
り
て
稱
し
て
曰
く
、
何
の
故
か
死
王
の
庭
に
事
へ
ま
つ
り
て
生
王
の
所
に
事
へ
ま
つ
ら
ざ
る
。
L
-こ
。
以
上
の
如
く
二
軅
の
佛
嫁
ε
、
僣
還
俗
者
を
得
た
大
臣
馬
子
は
、
佛
殿
を
作
つ
て
彌
勒
像
を
安
置
し
、
叉
塔
を
建
立
し
て
大
會
の
設
齋
を
し
、
加
ふ
る
に
三
尼
の
出
家
に
よ
つ
て
佛
敏
再
興
の
氣
運
が
、
い
よ
く
明
に
な
つ
て
來
た
の
で
、
守
屋
ε
勝
海
が
天
皇
に
奏
し
て
、
こ
製
に
再
び
逍
害
の
手
を
延
ば
し
て
來
て
、
佛
教
は
再
度
の
法
難
に
邁
遇
し
た
。
-こ
こ
ろ
が
六
月
に
な
つ
て
馬
子
が
疾
病
を
三
寳
に
所
ら
ん
ε
請
一 76一
ひ
、
聽
許
を
得
て
三
尼
を
馬
子
に
還
さ
れ
た
。
八
月
に
な
つ
て
天
皇
崩
御
に
な
る
ーこ
大
連
大
臣
二
臣
の
感
情
に
暗
雲
が
立
罩
め
て
、
馬
子
・こ
守
屋
は
政
治
上
に
於
け
る
如
く
感
情
的
に
も
對
立
す
る
に
至
つ
た
。
敏
達
天
皇
(淳
中
倉
太
珠
敷
天
皇
)
に
次
い
で
即
天
皇
位
れ
た
の
は
、
橘
豊
日
天
皇
(
用
明
天
皇
)
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
天
國
排
開
廣
庭
天
皇
の
第
四
子
で
あ
り
、
御
母
は
蘇
我
大
臣
稻
目
宿
禰
の
女
、
堅
鹽
媛
-こ
申
す
。
書
紀
に
は
一、天
皇
佛
法
を
信
け
た
ま
ひ
、
祕
道
を
釁
び
た
ま
ふ
」
、こ
邇
べ
て
居
る
。
・こ
こ
ろ
が
不
幸
に
も
、
九
月
甲
寅
朔
戊
午
、
御
帥
位
に
な
り
、
池
邊
雙
槻
宮
を
磐
余
に
つ
く
ら
れ
て
か
ら
、
御
在
位
僅
か
に
一
年
七
ケ
月
に
て
、
御
即
位
の
翌
々
年
四
月
御
崩
御
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
書
紀
第
二
十
一
卷
に
よ
れ
ば
、
二
年
(
用
明
天
皇
)
夏
四
月
乙
巳
朔
丙
午
、
磐
余
河
上
に
新
甞
御
す
。
是
の
日
、
天
皇
、
得
病
た
ま
ひ
て
宮
に
還
入
り
ま
す
。
群
臣
侍
り
。
天
皇
群
臣
に
詔
し
て
曰
く
、
腴
れ
三
寳
に
歸
ら
む
ーこ
思
ふ
。
卿
等
議
れ
。
群
臣
朝
に
入
り
て
議
る
。
物
部
守
屋
大
連
-こ
中
臣
勝
海
連
、こ
、
詔
に
違
ひ
議
り
て
日
す
、
何
ぞ
國
紳
に
背
き
て
他
紳
を
敬
は
む
や
、
由
來
斯
の
若
き
事
を
識
ら
す
。
蘇
我
馬
町
鯔
擁
貍
翻
雛
籍
㎡
鍵
嶽
籥
騰
鋸
蘿
驚
副
鑪
難
難
醸
灘
嚇
卿讒
靜
耀
て
日
奉
群
臣
卿
を鬯
復
た
將
に路
を
斷
ち
て竜
大
連
聞
き
て
、
即
ち
畢
婀騨
鑿
邏
韆
鍵
、
入
を箋
む
.
中
臣
勝
海
連
も
家
に
衆
を
集
へ
て
、
大
連
を
隨
助
く
、
邃
に
太
子
彦
人
皇
子
の
像
・こ
、
竹
田
皇
子
の
像
、こ
を
作
り
て
厭
ふ
。
俄
あ
り
て
、
事
の
濟
し
難
き
こ
ご
を
知
り
て
、
彦
人
皇
子
に
水
派
宮
に
歸
附
く
。
舍
人
迹
見
赤
檮
、
勝
海
連
の
彦
人
皇
子
の
所
よ
り
退
る
を
伺
ひ
て
、
刀
を
拔
き
て
殺
し
つ
。
大
連
、
阿
都
の
家
よ
り
、
物
部
八
坂
、
太
市
造
小
坂
、
漆
部
造
兄
を
使
S
し
て
、
馬
子
大
臣
に
謂
ら
し
め
て
曰
く
、
3五
口
れ
聞
く
、
群
臣
我
を
謀
る
ε
、
我
れ
故
に
退
り
ぬ
。
馬
子
大
臣
、
乃
ち
土
師
八
島
連
を
大
俘
晩
羅
夫
連
の
所
に
使
は
し
て
、
具
に
大
蓮
の
語
を
述
ぶ
。
是
に
由
り
て
眦
獎
連
、
手
に
弓
箆
楯
を
執
り
て
、
槻
曲
の
家
に
就
き
て
、
晝
夜
襲
実
臣
を
守
護
る
(槻
曲
ノ
家
ハ
大
臣
ノ
家
ナ
リ
)
天
白王
の
瘡
簾
な
り
。
將
に
経
茣
ま
ひ
な
む
ーこ
す
。
時
に
鞍
部
多
須
奈
(
糶
戀
蓬
み
て
奏
し
て
早
、臣
、天
皇
の
奉
爲
に
出
家
し
て
道
を
脩
は
一77一
む
。
叉
丈
六
の
佛
像
及
び
寺
を
造
り
奉
ら
む
。
天
皇
爲
め
に
悲
び
慟
ひ
た
ま
ふ
。
今
、
南
淵
の
坂
田
寺
の
木
の
丈
六
の
佛
嫁
、
挾
侍
菩
薩
是
れ
な
り
。
癸
丑
、
天
皇
大
殿
に
崩
り
ま
し
ぬ
。
秋
七
月
甲
戎
朔
甲
午
、
磐
余
の
池
上
の
陵
に
葬
り
ま
つ
る
。L
、こ
、
そ
の
傳
來
以
來
二
度
ま
で
も
破
佛
を
受
け
た
佛
歡
は
、
奇
し
く
も
最
初
よ
り
そ
の
奉
信
者
で
あ
つ
た
蘇
我
家
の
、
血
族
の
天
皇
の
御
發
言
に
よ
つ
て
開
か
れ
た
朝
議
に
於
て
、
反
對
派
の
守
屋
の
圭
張
が
あ
つ
た
に
も
か
」
は
ら
す
、
馬
、+
は
「
可
隨
詔
奉
助
」
-こ
い
ふ
理
由
の
下
に
、
こ
れ
を
押
切
つ
た
、こ
い
ふ
事
實
に
よ
つ
て
、
絡
に
宮
中
に
奉
安
さ
る
玉
事
に
な
り
、
傳
來
以
來
の
懸
案
も
絡
に
解
决
し
た
の
で
あ
ゐ
。
書
紀
の
註
に
「
皇
弟
皇
子
・こ
は
穴
穗
部
皇
子
帥
ち
天
皇
の
庶
弟
な
り
」
ε
記
し
て
居
る
が
、
穴
穗
部
皇
子
の
行
蹟
を
見
る
ーこ
「
引
二豊
國
法
師
一
入
二内
裏
こ
ε
い
ふ
が
如
き
行
動
を
取
ら
れ
る
様
に
は
思
は
れ
な
い
か
ら
、
皇
弟
皇
子
を
穴
穗
部
皇
子
な
り
ε
な
す
諡
は
誠
に
疑
は
し
い
欽
明
天
皇
の
皇
后
は
、
正
妃
武
小
廣
國
押
盾
天
皇
の
女
石
姫
-こ
申
し
、
二
男
一
女
を
御
生
み
に
な
つ
て
居
ら
れ
る
。
郎
ち
長
を
箭
田
珠
獎
兄
皇
舌
ふ
。
仲
を
譯
語
鐸
中
倉
太
珠
敷
奠
攀
・丶自
ふ
。
少
を
笠
縫
婁
-・自
ふ
」
で
φ
⇔
。
更
に
其
外
に
五
妃
を
納
れ
て
居
ら
れ
る
、
蘇
我
大
臣
稻
目
宿
禰
の
女
堅
鹽
媛
-こ
そ
の
同
母
の
弟
小
姉
君
の
二
人
は
、
共
に
そ
の
中
に
數
へ
ら
れ
て
居
る
。
堅
鹽
媛
は
橘
豊
日
尊
(
用
明
天
皇
)
豊
御
食
炊
屋
姫
尊
(
推
古
天
皇
)
等
を
始
め
七
男
六
女
を
生
む
で
居
ら
れ
、
小
姉
君
に
は
四
男
一
女
が
あ
つ
て
、
第
四
の
皇
子
が
塰
部
穴
穗
部
皇
子
で
あ
り
、
第
五
の
皇
子
が
泊
瀬
部
皇
子
(
崇
峻
天
皇
)
で
あ
る
。
今
問
題
ε
し
て
居
る
穴
穗
部
の
皇
子
は
、
こ
の
塰
部
穴
穗
部
皇
子
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
佛
歡
を
信
奉
し
て
居
ら
れ
た
で
あ
ら
う
,こ
、
思
は
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
敏
逹
天
皇
崩
御
の
時
か
ら
既
に
野
心
を
懷
い
て
居
ら
れ
、
更
に
用
明
天
皇
元
年
夏
五
月
の
事
件
に
際
し
て
守
屋
ε
結
托
し
て
居
ら
れ
、
叉
後
に
於
て
、
用
明
天
皇
が
夏
四
月
に
崩
御
に
な
り
.
秋
七
月
の
物
部
氏
滅
亡
の
記
事
の
前
に
「
大
連
、
元
は
餘
皇
子
等
を
去
て
㌔
、
穴
穗
部
皇
子
を
立
て
、
、天
皇
ε
爲
む
ε
欲
す
。
今
に
至
る
に
及
び
て
馬
遊
獵
す
る
に
因
せ
て
、
替
へ
立
つ
る
こ
・こ
を
謀
ら
む
ざ
望
ひ
て
、
密
か
に
人
を
穴
穗
部
皇
子
に
使
は
し
て
曰
く
、
願
く
は
皇
子
ε
將
に
淡
路
に
馳
獵
せ
む
。』
こ
い
ふ
丈
が
見
ら
れ
、
績
い
て
胴
「謀
泄
れ
ぬ
」
,し
邇
べ
ら
れ
あ
る
、
こ
れ
は
用
明
天
皇
の
二
年
の
夏
五
月
の
事
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
事
々
よ
り
見
て
、
守
屋
S
反
封
の
行
動
を
取
ら
れ
る
が
如
き
は
全
く
考
へ
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。
一78一
こ
の
皇
弟
呈
子
・こ
い
ふ
の
は
用
明
天
皇
崩
御
の
年
の
秋
八
月
皇
位
に
お
つ
き
に
な
つ
た
崇
峻
天
皇
、
即
ち
塰
部
穴
穗
部
皇
子
の
同
母
の
弟
泊
瀬
部
皇
子
の
事
で
あ
つ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
っ
次
に
中
臣
勝
海
が
像
を
作
つ
て
呪
咀
し
奉
つ
た
、
太
子
彦
人
皇
子
-こ
竹
田
皇
子
は
、
共
に
敏
逹
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
。
即
ち
息
長
眞
手
王
の
女
廣
姫
か
ら
御
生
れ
に
な
ら
れ
た
一
男
二
女
の
中
に
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
が
あ
ら
せ
ら
れ
、
又
、
豊
御
食
炊
屋
姫
奪
か
ら
御
生
れ
に
な
つ
弛
二
男
五
女
の
中
に
「
東
宮
聖
徳
に
嫁
ひ
ぬ
」
ε
い
ふ
菟
道
貝
蛸
皇
女
ε
竹
田
皇
子
.こ
「
彦
人
大
兄
皇
子
に
嫁
ひ
ぬ
』
こ
記
さ
る
曳
小
墾
田
皇
女
ご
息
長
足
日
廣
額
天
皇
に
嫁
は
れ
た
田
眼
皇
女
等
が
居
ら
れ
る
。
共
に
佛
數
を
御
信
奉
に
な
つ
た
も
の
ε
思
は
れ
る
が
、
勝
海
の
咒
咀
し
奉
る
ざ
い
ふ
事
が
守
屋
の
如
く
「
欲
下
去
二餘
皇
子
等
一而
立
一穴
穗
部
皇
子
一爲
中
夫
皇
上
」
-こ
い
ふ
意
圖
の
下
に
、
太
子
彦
人
皇
子
・こ
竹
田
皇
子
を
除
か
ん
が
爲
の
咒
咀
で
あ
る
ざ
す
る
な
ら
ば
、
敏
逹
天
皇
の
崩
御
に
際
し
て
既
に
「
欲
γ取
コ天
下
こ
し
て
居
ら
れ
る
穴
穗
部
皇
子
ε
馬
,
子
及
び
勝
海
等
挑
佛
汲
-こ
の
聞
に
、
用
明
天
皇
崩
御
の
後
に
見
ら
る
x
如
き
結
托
が
、
既
に
早
く
か
ら
存
在
す
る
事
を
示
す
も
の
く」
云
ひ
得
ら
る
玉
で
あ
ら
う
。
然
り
・こ
せ
ば
欽
明
天
皇
の
皇
妃
の
中
に
、
共
に
蘇
我
氏
の
出
で
あ
る
堅
鹽
媛
-こ
小
姉
君
の
二
系
統
の
中
で
、
小
姉
君
の
所
生
で
あ
る
穴
穗
部
皇
子
が
守
屋
、こ
結
ん
で
、
堅
鹽
媛
系
の
皇
子
逹
¶こ
皇
位
繼
承
を
望
ん
で
爭
は
れ
た
も
の
ぐ二
試
ひ
得
ら
る
で
あ
ら
う
。
物
部
大
連
が
替
立
を
謀
つ
た
謀
の
泄
れ
た
の
が
二
年
五
月
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
直
く
引
き
績
い
て
「
六
月
甲
辰
朔
庚
戍
、
蘇
我
馬
子
宿
禰
等
、
炊
屋
姫
尊
を
奉
じ
て
、
佐
伯
連
丹
經
手
、
土
師
連
磐
村
、
的
臣
眞
囓
に
詔
し
て
曰
く
、
汝
等
兵
を
嚴
ひ
て
、
速
か
に
穴
穗
部
皇
子
ご
宅
部
皇
子
ざ
を
誅
殺
せ
。
是
の
日
の
夜
牛
に
、
佐
伯
連
丹
經
手
等
、
穴
穗
部
皇
子
の
宮
を
圍
む
。
是
に
衛
士
先
づ
樓
上
に
登
り
て
穴
穗
部
皇
子
の
肩
を
撃
つ
。
皇
子
樓
下
に
落
ち
、
偏
な
る
室
に
走
入
り
九
ま
ふ
Q
衛
士
等
擧
燭
し
て
誅
し
ま
つ
る
。
辛
亥
、
宅
部
皇
子
を
誅
し
ま
つ
る
。
(宅
部
皇
子
は
檜
隈
天
皇
の
子
、
上
女
王
の
父
な
り
。
未
だ
詳
な
ら
す
。)
穴
穗
部
皇
子
ざ
善
し
、
故
に
誅
し
き
」
・こ
、
叉
「
秋
七
月
、
蘇
我
馬
子
宿
禰
大
臣
、
諸
皇
子
・こ
群
臣
-こ
に
勸
め
て
、
物
部
守
屋
大
連
を
滅
さ
む
こ
ε
を
謀
る
。
泊
瀬
部
皇
子
、
竹
田
皇
子
、
廐
戸
皇
子
、
難
波
._79.,._
皇
子
、
春
日
皇
子
、
蘇
我
馬
子
宿
禰
大
臣
、
紀
男
廨
呂
宿
禰
、
亘
勢
臣
比
施
夫
、
膳
臣
賀
施
夫
、
葛
城
臣
烏
那
羅
、
倶
に
軍
族
を
牽
ゐ
て
、
進
み
て
大
連
を
討
つ
。
大
建
囓
、
阿
陪
臣
人
、
毳
轟
手
、
坂
本
臣
糠
手
、
脊
臣
、
(名
字
チ
闕
セ
リ
)
倶
量
兵
蠡
ゐ
て
、
志
紀
郡
よ
り
澁
川
の
家
に
到
る
。
大
蓮
親
ら
子
弟
・こ
奴
軍
-こ
を
率
ゐ
て
、
稻
城
を
築
き
て
戰
ふ
。
是
に
於
い
て
大
連
、
衣
揩
の
朴
枝
の
聞
に
昇
り
て
臨
み
射
る
こ
ご
雨
の
如
し
。
其
の
軍
強
盛
に
し
て
、
家
に
嗔
ち
野
に
溢
れ
た
り
。
皇
子
等
の
軍
.こ
群
臣
の
衆
・こ
、
怯
弱
恐
怖
れ
て
、
三
廻
却
還
く
是
の
時
、
厩
戸
皇
子
、
束
髮
於
額
に
し
て
(
古
俗
、
年
少
兒
年
十
五
六
の
間
は
束
髪
於
額
す
、
十
七
八
の
間
は
分
ち
て
角
子
-こ
爲
す
、
今
も
亦
爲
り
)
軍
の
後
に
隨
ひ
た
ま
ふ
自
か
ら
忖
度
り
て
曰
く
、
將
た
敗
ら
る
Σ
無
か
ら
む
や
、
願
に
非
す
ば
成
り
難
か
ら
ん
。
乃
ち
自
膠
木
を
翫
り
取
り
て
、
疾
く
四
天
王
の
像
を
作
り
て
、
頂
髪
に
置
き
て
、
誓
言
を
發
て
た
ま
は
く
、
今
若
し
我
を
し
て
敵
に
勝
た
し
め
ば
、
必
す
當
に
護
世
四
天
王
の
奉
爲
に
、
寺
塔
を
起
立
て
む
。
蘇
我
馬
子
大
臣
又
誓
言
を
發
つ
、
凡
そ
諸
天
王
、
大
榊
王
等
我
を
助
け
衞
り
て
、
利
釜
を
獲
し
め
ば
、
願
は
く
は
當
さ
に
諸
天
王
、こ
大
祚
王
-こ
の
奉
爲
に
、
寺
塔
を
起
し
立
て
三
寳
を
流
通
へ
む
。
誓
ひ
巳
り
て
、
種
々
の
兵
を
嚴
し
て
進
み
て
討
伐
つ
、
爰
に
迹
見
首
赤
檮
有
り
、
大
連
を
枝
の
下
に
射
墮
し
て
、
大
連
井
に
其
の
子
等
を
誅
す
。
是
に
由
り
て
大
連
の
軍
忽
溝
に
自
ら
敗
れ
、
軍
合
り
て
悉
に
葛
衣
を
被
て
、
廣
瀬
の
勾
原
に
馳
獵
す
る
ま
ね
し
て
散
れ
ぬ
。
是
の
役
に
、
大
連
の
兒
息
ご
眷
厨
ε
、
或
は
蘆
原
に
邊
ぴ
匿
れ
て
、
姓
を
改
め
名
を
換
ふ
る
者
有
り
、
或
は
逃
け
亡
せ
て
向
に
け
む
所
を
知
ら
ざ
る
者
有
り
。
時
の
人
相
語
り
て
曰
く
、
蘇
我
大
臣
の
妻
は
、
是
れ
物
部
守
屋
大
連
の
妹
な
の
。
大
臣
妄
り
に
妻
の
計
を
用
ゐ
て
大
連
を
殺
す
。
亂
夲
ぎ
て
後
、
攝
津
國
に
四
天
王
寺
を
造
り
、
大
連
の
奴
牛
ざ
宅
ε
を
分
け
ヂ丶
大
寺
の
奴
.
田
莊
,こ
爲
し
、
田
一
萬
頃
を
以
て
迹
見
首
赤
檮
に
賜
ふ
。
蘇
我
大
臣
亦
た
本
願
の
依
に
飛
鳥
の
地
に
法
興
寺
を
起
つ
。し
・こ
、
許
す
可
か
ら
ざ
る
事
を
謀
つ
た
大
連
守
屋
の
上
に
は
、
當
然
の
事
で
は
あ
る
が
、
制
裁
の
刄
が
下
さ
れ
た
。
奮
鬪
の
甲
斐
も
な
く
守
屋
は
、
奇
し
く
も
中
臣
勝
海
を
刺
し
た
迹
見
首
赤
檮
の
矢
に
倒
れ
誅
さ
れ
て
、
祚
別
の
出
で
あ
つ
た
流
石
の
物
部
大
蓮
家
も
,
大
い
に
衰
へ
た
が
、
天
武
天
皇
十
一
年
其
族
榎
井
石
上
二
氏
が
物
部
首
連
姓
を
賜
は
つ
て
居
る
。
物
部
大
連
家
が
滅
ん
で
、
守
屋
の
資
人
捕
鳥
部
萬
逆
心
を
懐
い
て
奮
鬪
し
て
後
、
持
た
る
劒
を
以
て
、
其
の
弓
を
三
に
截
り
還
た
其
の
鬣
一一80-一
を
屈
げ
て
、
河
水
の
裏
に
投
れ
、
別
に
刀
子
を
以
て
、
頸
を
刺
し
て
死
ん
で
符
旨
に
依
り
て
斬
り
梟
さ
れ
た
。
既
に
亂
が
全
く
李
い
た
八
月
「
八
月
癸
卯
朔
甲
辰
、
炊
屋
姫
奪
、
群
臣
・こ
天
皇
を
勸
め
進
り
て
邸
天
皇
之
位
。
蘇
我
馬
子
宿
.禰
を
以
て
大
臣
-こ
爲
し
た
ま
ふ
こ
ε
故
の
如
し
、
卿
大
夫
の
位
、
亦
故
の
如
し
。
是
の
月
、
倉
梯
に
宮
つ
く
り
た
ま
ふ
。」
ε
書
紀
第
二
十
一
卷
に
見
ゆ
る
註
(廿
ご
)
が
如
く
、
皇
位
に
お
つ
き
に
な
つ
た
の
は
太
子
彦
人
皇
子
で
は
な
く
て
、
泊
瀬
部
皇
子
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
全
く
想
像
の
出
來
な
い
不
思
議
な
事
實
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
穴
穗
部
皇
予
ご
泊
顧
部
皇
子
・こ
は
同
母
の
御
兄
弗
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
馬
子
が
諸
皇
子
・こ
群
臣
-こ
に
勸
め
て
守
屋
討
伐
を
謀
つ
た
時
、
應
じ
て
倶
に
軍
族
を
率
ゐ
て
進
み
、
そ
し
て
大
連
を
討
た
れ
た
皇
子
の
第
一
に
、
泊
瀬
部
皇
子
の
御
名
が
見
え
て
居
る
事
よ
り
見
て
、
泊
瀬
部
皇
子
ざ
守
屋
ε
の
間
に
は
、
何
等
結
托
し
て
居
ら
れ
る
様
な
關
係
が
無
い
ご
い
ふ
事
が
制
る
の
で
あ
る
。
用
明
天
皇
の
太
子
-こ
定
ま
つ
て
居
つ
た
の
は
、
敏
逹
天
皇
の
第
一
の
皇
子
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
で
あ
り
、
後
に
敏
逹
天
皇
の
皇
后
-こ
な
ら
れ
た
豊
後
食
炊
屋
姫
鯉
か
ら
生
れ
ま
し
た
小
墾
田
皇
女
が
嫁
は
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
全
く
不
思
議
な
事
に
は
炊
屋
姫
霹
が
群
臣
ぐ
}天
皇
を
勸
め
進
ら
れ
た
の
は
泊
瀬
部
皇
子
で
あ
つ
て
太
子
彦
人
皇
子
で
は
な
か
つ
た
。
守
屋
討
伐
の
際
に
於
け
る
厩
戸
皇
子
の
如
く
、
當
代
の
政
局
危
機
に
際
し
て
、
情
况
を
有
利
に
展
回
せ
し
む
る
に
與
つ
て
力
あ
つ
た
方
が
泊
瀬
部
皇
子
で
あ
つ
た
ε
す
る
な
ら
ば
、
豊
國
法
師
を
内
裏
に
引
き
入
れ
た
の
は
實
に
泊
瀬
部
皇
子
共
入
で
あ
つ
た
。
泊
瀬
部
皇
子
は
御
郎
位
に
な
つ
て
、
泊
瀬
部
天
皇
(崇
峻
天
皇
)
ε
申
し
上
ぴ
た
Q
「
元
年
春
三
月
、
大
俘
糠
手
連
の
女
小
手
子
を
立
て
玉
妃
ご
爲
し
た
ま
ふ
。
是
れ
蜂
子
皇
子
ε
錦
代
皇
女
ε
を
生
む
」
ε
紀
に
見
え
て
居
る
o用
明
天
皇
丙
午
夏
五
月
の
事
件
に
於
て
「
譯
語
田
天
皇
(
敏
邃
天
皇
)
の
所
寵
愛
、
悉
く
内
外
の
事
を
委
ね
た
ま
ひ
き
。」
・こ
、
言
は
れ
て
居
つ
た
三
輪
君
逆
に
、
穴
穗
部
皇
子
が
物
部
守
屋
を
遣
し
て
、
伐
た
し
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
時
に
際
し
「
或
本
に
云
ふ
、
穴
穗
部
皇
子
・こ
泊
一一81-一 一
瀬
部
皇
子
ε
。
肚
計
り
て
寺
屋
大
連
を
遣
す
。L
・こ
い
ふ
文
が
見
え
て
居
り
、
こ
れ
は
泊
瀬
部
皇
子
ε
同
母
の
御
兄
君
穴
穗
部
皇
子
、こ
の
關
雑
を
示
す
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
當
時
に
於
て
は
、
こ
の
關
係
は
或
は
馬
子
等
に
知
ら
れ
な
か
つ
九
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
御
兄
君
穴
穗
部
皇
子
誅
殺
の
直
接
の
企
畫
者
馬
子
を
、
今
、
大
臣
・こ
爲
し
て
政
を
取
ら
れ
る
御
心
情
に
は
、
蓋
し
如
何
な
る
も
の
が
あ
つ
た
だ
ら
う
か
。
B
に
増
し
來
る
天
皇
ε
馬
子
ε
の
聞
の
感
情
の
隔
り
は
、
絡
に
如
何
霊
も
し
難
き
歌
態
-こ
な
り
、
最
後
に
H
本
歴
史
上
最
も
悲
し
い
事
件
で
絡
局
を
告
け
て
居
る
。
邸
ち
「
五
年
冬
十
月
癸
酉
朔
丙
子
山
猪
を
獻
る
も
の
め
り
。
天
皇
猪
を
指
し
て
詔
し
て
曰
く
、
何
れ
の
時
に
か
、
此
の
猪
の
頸
を
斷
る
が
如
く
、
験
が
嫌
し
,こ
お
も
ふ
所
の
人
を
斷
ら
む
。
多
に
兵
仗
を
設
け
た
ま
ひ
、
常
の
ε
き
に
異
な
る
こ
、こ
有
り
。
壬
午
、
蘇
我
馬
子
宿
.禰
天
皇
の
詔
り
た
ま
ひ
し
所
を
聞
き
て
、
己
れ
を
嫌
ひ
た
ま
は
ん
こ
,こ
を
恐
れ
、
儻
者
を
招
き
聚
め
て
、
天
皇
を
弑
し
ま
つ
ら
む
こ
ε
を
謀
る
。
十
一
月
癸
卯
朔
乙
巳
、
馬
子
宿
瀰
群
臣
を
詐
り
て
曰
く
、
今
日
東
國
の
調
を
進
る
。
乃
ち
東
漢
直
駒
を
し
て
天
皇
を
殺
し
た
て
ま
つ
ら
し
む
(
或
本
に
云
く
、
東
漢
直
駒
は
東
漢
直
磐
井
の
子
な
り
)
、
是
の
日
、
天
皇
を
倉
梯
岡
陵
に
葬
め
ま
つ
る
。
(
或
本
に
云
く
、
大
俘
嬪
小
手
子
、
寵
の
衰
へ
た
る
を
恨
み
、
入
を
蘇
我
馬
子
宿
禰
の
も
、こ
に
使
り
て
曰
く
、
頃
者
山
猪
を
獻
る
も
の
あ
り
、
天
皇
猪
を
指
し
て
詔
し
て
曰
く
、
猪
の
頸
を
斷
る
が
如
く
、
何
れ
の
時
か
朕
が
思
ふ
人
を
斷
ら
む
・こ
。
且
つ
内
裏
に
大
に
兵
仗
を
作
る
。
是
に
於
て
馬
子
宿
.禰
聽
き
て
驚
く
。
)
丁
未
、
驛
使
を
筑
紫
の
將
軍
の
所
に
遣
し
て
曰
く
、
内
亂
に
依
り
て
、
外
事
を
莫
怠
。
是
の
月
、
束
漢
直
駒
、
蘇
、我
嬪
河
上
娘
を
偸
み
隱
し
て
妻
ざ
爲
す
、
(河
上
娘
は
蘇
我
馬
子
宿
.禰
の
女
な
り
)
馬
子
宿
.禰
、
忽
に
河
上
娘
が
駒
の
爲
め
に
偸
ま
れ
た
る
を
知
ら
す
し
て
、
死
去
に
き
、こ
謂
へ
り
。
駒
嬪
を
薮
せ
る
事
顯
は
れ
て
、
大
臣
の
爲
め
に
殺
さ
れ
ぬ
」
,こ
。
誠
に
御
慘
し
き
極
で
あ
る
。
天
皇
ざ
大
臣
こ
の
間
の
隔
意
が
、
斯
の
如
く
極
度
に
逹
し
、且
叉
弑
逆
の
後
の
事
か
ら
見
て
、御
即
位
以
後
に
於
で
天
皇
を
勸
め
進
つ
た
群
臣
逹
の
感
情
を
悪
化
せ
し
め
た
事
件
が
あ
る
ε
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
泊
瀬
部
天
皇
・こ
穴
穗
部
皇
子
・こ
の
政
治
的
關
係
に
於
て
、
よ
り
一
屬
深
く
且
御
親
し
き
關
係
に
あ
ら
せ
ら
れ
し
事
を
暴
露
し
奉
る
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
馬
子
ε
志
を
同
じ
く
す
る
朝
臣
逹
の
上
に
在
つ
て
、
獨
り
孤
立
せ
ら
る
玉
に
至
つ
た
天
皇
の
御
胸
は
、
怪
し
く
亂
れ
初
め
、
魔
に
魅
さ
れ
た
如
く
荒
ん
だ
。
一82_.__.
そ
し
て
大
連
大
臣
二
臣
の
致
權
爭
奪
の
最
後
の
大
波
瀾
に
、
霹
き
犧
牲
・こ
し
て
、
註
ハの
身
を
献
け
ら
れ
た
天
皇
の
蓮
命
は
悲
し
か
つ
た
。
絡
註
(廿
三
)
に
悲
慘
事
は
勃
發
し
た
。
そ
れ
は
冬
十
一
月
三
日
の
事
で
あ
つ
た
。
其
日
の
中
に
馬
子
は
群
臣
ε
倶
・こ
倶
に
「
天
皇
を
倉
梯
岡
陵
に
葬
め
ま
つ
」
つ
て
居
る
の
を
見
て
も
、
如
何
に
簡
單
に
事
が
始
末
せ
ら
れ
た
か
讐
覗
は
る
曳
。
崇
峻
天
皇
に
次
で
御
郎
位
に
な
つ
た
の
ば
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
で
あ
ら
せ
ら
る
。
書
記
第
二
十
二
卷
に
よ
れ
ば
「
卅
九
歳
、
泊
瀬
部
天
皇
の
五
月
十
一
日
に
、
天
白三
、大
臣
馬
子
宿
禰
の
爲
め
に
見
殺
九
ま
ひ
ぬ
。
嗣
位
既
に
室
し
。
群
臣
、
淳
中
倉
太
珠
敷
天
皇
の
皇
后
、
額
田
部
皇
女
に
請
し
て
、
踐
祚
し
め
む
ε
す
。
皇
后
辭
讓
た
ま
ふ
。
百
寮
表
を
上
り
て
勸
進
ま
つ
る
こ
ε
三
た
び
に
至
る
、
乃
ち
從
ひ
た
ま
ふ
。
因
り
て
天
皇
の
璽
印
を
奉
る
。
冬
十
二
月
壬
申
朔
己
卯
、
皇
后
豊
浦
宮
に
即
天
皇
位
」
・こ
見
え
て
居
る
。
次
に
}、元
年
夏
四
月
庚
午
朔
己
卯
、
廐
戸
豊
聰
耳
皇
子
を
立
て
玉
皇
太
子
ε
爲
し
た
ま
ふ
。
仍
り
て
録
搆
政
。
萬
機
を
以
て
悉
に
委
ね
た
ま
ふ
。L
-こ
見
え
て
居
り
、
つ
つ
ε
後
れ
廿
八
年
に
な
る
ε
「
是
の
歳
、
皇
太
子
、
島
大
臣
、
共
に
議
り
て
註
(
二
三
)
天
皇
記
及
び
國
記
.
lillf、
臣
連
拌
造
國
造
百
八
十
部
、
井
せ
て
公
民
の
本
記
を
録
し
た
ま
ふ
。
廿
九
年
春
二
月
己
丑
朔
癸
巳
、牟
夜
に
、
厩
戸
豊
聰
耳
皇
子
命
、
斑
鳩
宮
に
麗
ま
し
ぬ
。
是
の
時
、
諸
王
、
諸
臣
、
及
び
天
下
の
百
姓
、
悉
に
長
老
は
愛
兒
を
失
ふ
が
如
く
、
鹽
酢
之
味
ロ
に
在
れ
さ
も
甞
め
す
、
少
幼
者
は
慈
め
る
父
母
を
亡
ふ
が
如
く
て
、
哭
き
泣
つ
る
聲
、
行
路
に
滿
て
り
。
乃
ち
耕
夫
は
鋤
を
止
め
、
春
女
は
杵
せ
す
、
皆
曰
く
、
日
月
輝
を
失
ひ
て
、
天
地
既
に
崩
れ
ぬ
べ
し
。
今
よ
り
以
後
、
誰
か
恃
ま
む
哉
。
是
の
月
、
上
宮
太
子
を
磯
長
陵
に
葬
め
ま
づ
る
」
ε
見
え
て
太
子
の
御
人
格
の
偉
大
性
を
遺
憾
な
く
傳
へ
て
居
る
。
叉
内
に
於
て
斯
く
あ
り
し
の
み
な
ら
す
、
十
七
年
九
月
小
野
妹
子
臣
を
大
使
・こ
爲
し
、
吉
士
雄
成
を
小
使
、こ
爲
し
、
蘓
利
を
通
事
,こ
爲
し
で
、
唐
客
裴
世
清
に
副
へ
て
隋
に
國
書
を
遣
り
そ
の
辭
に
「
東
天
皇
敬
み
て
西
皇
帝
に
臼
す
、
使
人
鴻
臚
寺
掌
客
裴
世
清
等
至
で
て
、
久
し
・き
憶
ひ
方
に
解
け
ぬ
。
季
秋
薄
く
冷
し
、
奪
候
如
何
。
、想
ふ
に
清
愈
な
ら
む
。
此
に
も
即
ち
常
の
如
し
。
今
、
大
禮
蘇
因
高
大
禮
乎
那
利
等
を
遣
し
て
往
で
し
む
。
謹
ん
で
申
す
」
ε
邇
べ
て
居
ら
る
』
事
よ
り
し
て
、
國
家
的
意
識
の
高
揚
を
認
む
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
十
二
_83-一
聖
徳
太
子
が
、
逆
臣
馬
子
を
切
つ
て
、
天
下
に
大
義
を
示
さ
れ
な
か
つ
た
事
に
對
し
て
下
さ
れ
た
非
難
は
、
國
民
道
徳
上
よ
り
見
て
、
極
め
て
貴
い
聲
で
あ
り
得
る
け
れ
汐
も
、
佛
敏
を
現
世
利
釜
的
に
解
釋
し
て
居
つ
た
當
時
の
肚
會
に
於
て
、
佛
教
を
周
る
崇
佛
-こ
排
佛
の
二
派
の
封
立
が
解
淌
し
國
家
擧
つ
て
崇
佛
の
一
大
團
體
に
な
つ
た
當
代
に
於
て
、
血
族
關
係
に
於
て
も
政
治
上
に
於
て
も
、
叉
兵
力
上
に
於
て
も
斯
く
ば
か
り
勢
力
の
あ
つ
た
馬
子
を
し
て
敢
て
非
望
を
あ
ら
は
さ
し
め
な
か
つ
た
ε
い
ふ
事
に
封
し
て
力
あ
り
し
も
の
は
、
當
代
の
現
世
利
釜
的
に
解
釋
さ
れ
て
居
つ
た
佛
教
で
あ
つ
た
ε
し
て
も
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
一
暦
力
あ
り
し
も
の
は
、
實
に
當
代
の
國
民
回
般
よ
り
日
月
の
如
く
慕
は
れ
天
地
の
如
く
恃
ま
れ
て
居
ら
れ
た
皇
太
子
上
宮
豊
聰
耳
皇
子
の
在
ま
せ
し
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
年
太
子
の
御
兄
弟
御
子
孫
合
し
て
廿
三
王
が
、
蘇
我
入
鹿
の
た
め
に
忌
ま
れ
給
ふ
て
、
絡
に
其
の
弑
す
る
所
,こ
な
つ
て
居
ら
る
蕊
事
は
物
部
氏
滅
亡
以
後
獨
り
朝
廷
に
覇
を
振
ふ
蘇
我
氏
の
非
望
邃
行
に
對
し
て
、
障
壁
た
ら
ん
・こ
せ
ら
れ
た
、
上
宮
王
家
の
傳
統
的
御
精
紳
の
あ
ら
は
れ
、
ε
解
す
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
り
ま
す
。
十
三
河
野
省
三
氏
は
「
太
子
の
崇
佛
は
、
其
の
人
格
の
偉
大
で
あ
つ
た
か
爲
に
、
叉
國
史
上
に
於
け
る
位
置
の
重
大
で
あ
つ
た
が
爲
に
、
幾
多
の
餘
弊
を
生
じ
た
に
し
て
も
、
薪
し
い
外
來
思
想
に
對
す
る
態
度
の
自
主
的
で
あ
つ
た
こ
ミ
、
國
家
的
觀
念
の
涵
養
に
努
め
ら
れ
た
こ
、こ
、
國
民
の
道
徳
的
意
識
を
向
上
せ
し
め
ら
れ
た
こ
ε
、
此
の
三
點
は
、
當
に
國
民
道
徳
皮
上
に
於
け
る
重
要
な
る
太
子
の
位
置
を
定
め
た
も
の
S
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
ε
云
つ
て
居
ら
れ
る
。
十
四
最
後
ま
で
述
ぶ
る
事
な
く
し
て
、
殘
さ
れ
た
問
題
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
書
紀
卷
第
廿
一
崇
峻
天
皇
五
年
の
大
逆
事
件
の
記
述
に
見
ら
る
曳
「
是
の
日
、
天
皇
を
倉
梯
岡
陵
に
葬
め
ま
つ
る
」
ε
い
ふ
記
事
並
び
に
「
丁
未
、
驛
使
を
筑
紫
の
將
軍
の
所
に
遣
し
て
曰
く
、
内
亂
に
依
一84一
り
て
、
外
事
を
莫
怠
L
ε
い
ふ
記
事
に
認
め
ら
る
玉
・こ
こ
ろ
の
、
該
事
件
に
關
す
る
一
般
の
思
想
動
向
で
あ
る
。
こ
れ
の
論
究
に
於
て
、
問
題
は
更
に
資
料
解
釋
の
再
檢
討
に
ま
で
朔
り
、
一
暦
の
興
味
が
加
は
る
,こ
共
に
、
一
暦
晦
澁
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
關
し
て
は
更
に
jar
を
改
む
可
き
で
あ
る
。
一85一
